
令和８年度第１回那珂市総合計画策定委員会 令和8年6月16日

【資料５－３】

子育て世代の働き方や生活に関するアンケート
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令和6年9月実施

那珂市 企画部政策企画課



■ 調査概要
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◼調査目的：

・「第２期那珂市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の見直し時期にあたり、結婚・出産・子育て

に対する意識や那珂市での生活のしやすさへの実感を調査するため。

◼調査対象：中学三年生までのお子さんを持つ那珂市在住の子育て世帯

◼回答者数：483人

◼調査期間：令和6年（2024年）9月6日～9月20日

◼調査方法：インターネットからの回答



１．回答者属性①：年齢
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◼ 30代が約5割、40代が約4割

5.2%

52.1%

38.8%

3.9%

10代 20代 30代 40代 50代以上

n=482



１．回答者属性③：職業
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◼ 正社員・職員が4割超、パート・アルバイトが3割超

1.7%

44.9%

34.1%

4.6%

3.3% 10.6%

0.8%
会社や団体の常勤役員

正社員・職員

パート・アルバイト

契約社員・派遣社員

自営業者（個人事業主やフ

リーランス含む）

専業主婦・無職

その他

n=481



１．回答者属性④：居住地区
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◼ 菅谷地区が5割超

10.2%

4.6%

54.8%

9.8%

0.8% 7.1%

3.7%

9.1% 神崎地区(本米崎、向山、横

堀、堤、杉)

額田地区(額田東郷、額田南

郷、額田北郷)

菅谷地区(菅谷、福田、竹ノ内)

五台地区(後台、中台、東木

倉、西木倉、豊喰、津田)

戸多地区(戸、田崎、大内、下

江戸)

芳野地区(飯田、鴻巣、戸崎)

木崎地区(鹿島、門部、北酒

出、南酒出)

瓜連地区(静、下大賀、瓜連、

中里、古徳、鹿島、平野)



１．回答者属性⑤：子どもの数
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◼ 2人が約5割、1人が約3割

29.0%

51.0%

17.4%

2.1% 0.4%

1人 2人 3人 4人 5人以上

n=482



２．那珂市の住みやすさ
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◼ 「とても住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」の合計：75.3％

13.7%

61.6%

21.6%

3.1%

とても住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらかといえば住みにくい とても住みにくい

n=482



２．住みやすい理由（最大5つ）
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◼ 「市内または近隣市町村に勤務地がある」、「買い物が便利である」、

「自分の持ち家で生活できる」、「親族・親戚が近くにいる」が上位

1.1%

1.1%

1.7%

1.7%

3.6%

8.0%

12.7%

13.8%

15.4%

16.0%

18.5%

28.4%

35.3%

47.7%

49.3%

50.4%

53.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

充実した余暇を過ごすことができる

子育て支援が充実している

教育環境が良い

医療機関が整っている

公共施設が揃っている

友人や相談相手が近くにいる

那珂市に愛着がある

治安が良い

自然環境に恵まれている

交通の便が良い

災害が少ない

住み慣れている

親族・親戚が近くにいる

自分の持ち家で生活できる

買い物が便利である

市内または近隣市町村に勤務地がある

割合（％）

n=363



３．住みいくい理由（最大5つ）
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◼ 「子育て支援が不十分である」、「医療機関が揃っていない」、「交通の便が悪い」が上位

14.3%

0.8%

2.5%

4.2%

4.2%

5.9%

7.6%

7.6%

10.9%

13.4%

21.0%

26.9%

39.5%

39.5%

54.6%

62.2%

83.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

その他

災害が多い

自然環境に恵まれていない

友人や相談相手が近くにいない

住み慣れない

自分の持ち家を持てない、持ちにくい

治安が悪い

那珂市に愛着がない

親族・親戚が近くにいない

市内または近隣市町村に勤務地がない

充実した余暇を過ごすことができない

教育環境が悪い

買い物が不便である

公共施設が揃っていない

交通の便が悪い

医療機関が揃っていない

子育て支援が不十分である

割合（％）

n=119



４．今後の働く意向
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◼ 「とてもそう思う」と「まあそう思う」の合計割合は9割超

41.6%

51.6%

4.8% 2.1%

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全く思わない

n=481



５．働く上での不安や悩み（最大3つ）
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◼ 「仕事と家事・プライベートとの両立」が8割超、「体力と健康」が約4割後半

4.4%

8.8%

10.4%

12.7%

16.7%

26.9%

30.3%

47.8%

85.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

その他

離職期間からの仕事復帰

仕事と介護との両立

育児休業や介護休暇の取得

家族の理解や協力の獲得

職場の人間関係

希望する職種や処遇の獲得

体力や健康

仕事と家事・プライベートとの両立

割合（％）

n=479



６．子育てしながら働きやすくなるために行政に期待すること（最大3つ）
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◼ 「育児と仕事との両立に関する企業への働きかけ」が約7割と最多

次いで、「保育に関連する公的サービスの充実」が約6割

8.4%

16.4%

18.0%

20.1%

24.3%

58.3%

70.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

その他

就職・再就職のための求人に関する情報提供、企業との

マッチングなどの提供

技能・能力向上・スキルアップのための講座、必要な費

用の助成

希望する働き方に対する支援（起業・創業、能力開発や

就職・再就職活動に関する相談窓口）

託児施設が付属されている創業支援やコワーキング、テ

レワーク支援施設の提供

保育に関する公的サービスの充実（保育所・学童施設の

充実、保育所の受け入れ時間の延長など）

育児と仕事を両立するための勤務制度の整備・運用につ

いての企業への働きかけ

割合（％）

n=479



７．結婚し、子どもを産み、育てやすい環境のために必要なこと（最大3つ）
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◼ 「出産、子育て、教育に係る経済的負担の軽減」が約7割超と最多

2.5%

2.1%

3.5%

3.5%

3.7%

20.7%

26.1%

28.4%

32.6%

40.5%

45.4%

76.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

その他

出産や子育てに関する有益な情報の発信強化

親子で気軽に参加できる地域の交流機会の創出

出産や子育てに関する相談環境の整備

パートナーと出会う場の提供、結婚支援

教育環境の充実

医療体制の充実

保育所や幼稚園などの充実

子育てに関する協力・支援

子ども遊び場の充実

仕事と子育てを両立できる環境づくり

出産や子育て、教育に係る経済的負担の軽減

割合（％）

n=482



８．デジタル化で良くなることを期待する行政サービス（最大3つ）
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◼ 「行政手続きのオンライン化・利便性向上」が約6割と最多

1.9%

2.4%

6.2%

6.2%

8.0%

17.8%

20.2%

26.0%

28.4%

29.7%

38.1%

60.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

その他

農林水産（ドローンやアシストスーツなどの活用）

物流（ドローンなどによる配送）

文化・スポーツ（図書館のデジタル化など）

産業振興・観光（デジタル地域通貨やポイントの活用など）

公共交通（オンデマンド交通やMaaSなど）

出産や子育て（母子健康手帳アプリ、オンライン相談など）

生活に必要な情報の一元発信

防災・減災・災害対応（センサーなどによる防犯対策など）

教育（オンライン学習、デジタル教材（AIドリル）など）

医療・福祉（オンライン診療、健康管理アプリなど）

行政手続きのオンライン化・利便性向上

割合（％）

n=465



９．自由回答分析
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◼ 新興住宅地においては、子どもの遊び場が足りないとの声

◼ 小児科が少ない現状への不安の声

◼ 共働き世帯への支援を求める声

◼ 生活道路において、歩道が狭いあるいは無いため、歩行者にとっての危険性を指摘

（１）全体

１）これから、あるいは初めての育児にあたる世代

◼ デジタル活用した夫婦向けの育児情報の発信、物品支援

２）３０代

◼ 働きながら育児をするためのインフラに対する不安の声

３）４０代

◼ 子どもが成長しているため、教育内容や地域の持続可能性に関する声

（２）年代別



９．自由回答分析
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１）インフラ

◼ 子どもが遊べる場所の不足

◼ 道の狭さ、水戸方面への渋滞

２）地域の持続可能性

◼ 調整区域において通学班やコミュニティが維持できない

◼ 商業施設の不足や交通の便の悪さにより、日常的に市外に買い物など行っている

◼ 自治会の高齢化

◼ 土地利用規制の緩和による若い世代の導入

（３）その他


